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歴史的鋼橋の
補修・補強マニュアル

歴史的鋼橋とは

① 技術

② 意匠

③ 系譜

文化材的価値(heritage）
形態を保存
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堂島大橋
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堂島大橋一般図
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アーチ部材の応力調整
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堂島大橋工事状況

工事全景 路面状況（右岸）
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戦前に建設された橋改修の課題

① 戦前の橋梁建設技術の継承が

ほとんどされていない

② 戦前の橋梁を現在の技術視点か

ら視てしまう
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大阪市年度別橋梁数
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堂島⼤橋
1927



明治維新から150年
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2017
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外国からの技術 ⽇本の技術 架け替え 補修復興

改修･維持

市 街 橋
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明治

１５０年
橋梁史
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鉄道

1868
明治元年

2018
平成30年

  ↓       ↑
⽇本⼈技師は⽶国へ 技術輸⼊

1923 1937 1950
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 ↓   Prof. Waddel

道路
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鉄橋輸⼊
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US 鉄道 US 自動車

欧米列強

US 工業化

外国からの技術 ⽇本の技術 架け替え 補修復興

市 街 橋

道路橋 道路橋建設復興

新 幹 線 網

・２つの法律 改修・維持



日本自動車保有台数の推移
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道路構造令細則（T15)設計荷重
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Interurban Street Car
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大阪市橋梁規格案
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明治・大正の橋梁関係著作
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廣井 勇 東京大学教授

・札幌農学校卒

・自費で米国へ

・河川・鉄道橋梁工事

・札幌農学校教授

・小樽港事務所

・東京大学教授

・第6代土木学会会長
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1900年ごろ、イギリス ファブの製図室
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Plate Girder Construction
表紙
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Plate Girder Construction 前書き
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前書き（和訳）
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ほとんどすべての工作所で製図されているプレートガーダーの大多数は、その設計
が正しいか否かが問題ではなく、多くの設計者が“設計”という名のもとに行った前
例に新しい桁が適合しているか、あるいは、仕事を急いで行うよう通常の取り扱いを
することが常であり、設計者がひとつひとつの部材が正しい寸法で配置されている
かどうかをチェックする機会はほとんどないと言える。ただし、構造設計のすべてに
関わる根本原則に則して設計がされていなかったり、すべてではないが前述のよう
な状況で設計・建設されたプレートガーダーは、不注意な方法や部材配置や寸法に
注意が行き届いていないが（例えばリベット間隔）、これらがどのように設計されてい
るかはプレートガーダーの強度に関わる最も重要なファクターであり、構造物が存
在しているからその設計の妥当性が示されている訳ではない。



第１章 Web ‐ Stress
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梁応力の一般化
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ウェブのせん断応力
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ウェブの主応力、せん断応力、補剛
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フランジの構造法
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リベット現場継手位置
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ウェブとフランジの現場継手位置（長池見附橋）



標準橋梁仕様書 表紙

第17回RPIブリッジマネジメントフォーラム 27



標準橋梁仕様書 目次
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第1章 鉄道橋
第2章 公道橋並びに電気鉄道橋
第3章 材料
第4章 作⼯製作
第5章 監査及び塗⼯
第6章 既設橋梁の検査
付録 １．製作所における鋼の検査

２．製作⼯場における鋼の検査
３．鋳鉄の検査
４．鋳鋼の検査
５．全体構造設計に関する⼀般⽅則
６．架設組み⽴てから設計上の留意点



標準橋梁仕様書 緒言
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標準橋梁仕様書緒言(続き）
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品質管理（付録）
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鋼材検査 付録として
製鉄所における鋼の検査
鋼鋳塊（steel ingot） 気泡孔など11項⽬
展成鋼 〃 7項⽬
鋼の許験 抗張試験など9項⽬

製作⼯場における鋼の検査
鋼材の搬⼊から製作・塗装、製作搬出まで

13⼯程において32項⽬
その他 鋳鉄の検査 鋼鋳物（転炉鋼）の検査



既設橋の点検・補修
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標準橋梁仕様書 Ｐ105転写



既設橋の点検・補修（続き）
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標準橋梁仕様書 Ｐ106,7転写



まとめ
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① 戦前の橋梁建設技術の継承が

ほとんどされていない

② 戦前の橋梁を現在の技術視点か

ら視てしまう



御静聴ありがとうございました
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